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F-REI Drone Challenge（F-REI・HEDC)

過酷環境ドローンチャレンジ・プレ大会
2024年10月4日(金)～5日(土)

Harsh 
Environment
Drone 
Challenge
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HEDC Mission 1～3エリアへの（同時）離陸とそれぞれの帰還

2 ㎞

4 ㎞

1.5 ㎞

3 ㎞

福島ロボットテストフィールド

Mission 3 倒壊施設内の生存者把握

HEDC離着陸場
浪江滑走路

Mission 1  緊急車両用ルート策定
Mission 2  文字認識と物資搬送



WRS-HEDCの３つのミッション

WRS－HEDCの課題は「３つのミッション」で構成されている。

Mission

1
Mission

2
Mission

3

上空からの探索によるルート策定

要救助者・介助者への救援物資の搬送

倒壊施設内における生存者の状況把握

１つのチームがMission １

～Mission３までを一貫し

て遂行することが基本だが、

各Mission単体ないしはそ

れらの組み合わせでエント

リーすることも可能。



Mission１のポイント

飛行ロボットを用いた上空からの探索によるルート策定

・事前に指定された福島県浜通り

のエリアを探索

・障害物の位置と種類を特定し、

災害対策本部に報告

・要救助者がいた場合には、

その正確な位置も報告する。

・上記の課題をこなしつつ、

救援隊の派遣ルートを策定



Mission ２のポイント

要救助者・介助者が必要とする支援物資の把握と搬送

・要救助者の付近まで飛行して、

必要とする物資の種類を把握

・地表に書かれている文字や音声

の認識を想定

・要救助者・介助者の周囲には、

倒木等が散乱している状況

・着陸または投下が可能な場所を

選び、高精度着陸ないし空中か

らの投下により物資を届ける。



Mission ３のポイント

遠隔地の倒壊施設内（未知環境）における生存者の状況把握

・遠隔地の集落にある倒壊施設に

飛行ロボットでアプローチする。

・適切な侵入経路を認識して侵入

  （飛行ロボットまたは地上ロボットも

ありうる）

・内部探索により、生存者の人数

とそれぞれの位置と状況を把握

・施設内部の３Dマップを作成し、

要救助者の位置をマーキングし

て報告する。
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HEDC離着陸地点 浪江滑走路



Mission１,２エリア（小高地区） 候補２

1.5 ㎞

2.2 ㎞

1 ㎞

0.8 ㎞

2 ㎞

1.3 ㎞

0.8 ㎞

0.4 ㎞

1.0 ㎞

0.8 ㎞

0.4 ㎞

0.8 ㎞

2.0 ㎞

1.5 ㎞

飛行禁止エリア

撮影ポイント１

撮影ポイント２
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Mission 3 エリア 市街地フィールド
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Mission 3 エリア 市街地フィールド



複数機のミッションに対する電波中継機の概念
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        本戦202510月までの概略スケジュール

飛行許可申請
本審査→取得

本戦
開催

本戦競技シナリオ
1次案確定



ACSL 22

2023年秋から（一財）日本鯨類研究所と（株）AutonomyHDの共同研究開始で、ペイロード10㎏、
飛行距離400㎞、飛行速度200㎞/hを開発目標に、世界トップレベルのドローン完成を目指す

２４



Intel Shooting Star と群知能

一般社団法人 日本ドローンコンソーシアム（JDC)

羽田空港

海ほたる

着陸地点
稲毛海浜公園

離陸地点
幸浦・ESR社敷地

本プロジェクトで実用化を目指すドローンハイウエイの飛行経路 約50㎞

まずは、2024度中に横浜幸浦から稲毛海浜公園まで、30分での飛行実証、
次に、稲毛海浜公園から横浜幸浦に荷物を届けて帰還する1時間100㎞往復飛行


